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こ
の
住
宅
公
社
の
事
務
所
は

高
萩
市
本
町
一
丁
目
百
番
地

（
市
役
所
内
）
に
お
か
れ
ま
す

○
…
…
公
社
の
目
的
は
高
萩
市

開
発
計
画
推
進
の
た
め
必
要
な

士
地
資
源
の
開
発
を
中
心
と
す

る
各
種
事
業
を
行
な
い
、
高
萩

市
の
産
業
経
済
の
発
展
な
ら
び

に
市
民
生
活
向
上
の
た
め
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
に
設
立
さ

れ
た
も
の
で
す
。

○
・
・
・
…
事
業
の
内
容
は
①
住
宅

の
建
設
並
び
に
賃
貸
及
び
分
譲

②
公
共
用
地
並
び
に
工
業
用
地

の
買
収
、
造
成
、
売
却
及
び
あ

っ
せ
ん
”
⑧
そ
の
他
必
要
と
認

め
ら
れ
る
事
業
な
ど
で
す
。

◇
わ
た
く
し
た
ち
の
ま
ち
は
、
い
ま
飛
躍
的
発
◇

◇
展
を
き
す
る
た
め
い
ろ
い
ろ
の
事
業
が
日
に
◇

◇
種
を
つ
い
て
鋭
意
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
◇

◇
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
事
業
は
、
総
合
的
な
観
◇

◇
点
か
ら
計
画
的
で
あ
る
と
同
時
に
能
率
的
に
◇

◇
お
し
す
す
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
と
く
◇

◇
に
都
市
発
展
の
要
件
で
あ
る
用
地
と
住
宅
間
◇

◇
題
は
、
早
急
に
そ
の
解
決
を
は
か
っ
て
い
か
◇

◇
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
、
そ
こ
で
こ
の
解
決
◇

◇
を
は
か
り
、
ま
ち
の
総
合
的
な
発
展
を
ね
ら
◇

◇
う
こ
と
を
目
的
に
一
月
二
十
六
日
、
財
団
法
◇

◇
人
高
萩
市
住
宅
公
社
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
◇

用
地
劇
や
住
宅
割

ま
ち
の
綜
合
的

発
展
を
ね
ら
う

欝
高
議
穂
経
罷
訟
誰
一
澱

○
…
…
こ
れ
ら
の
業
務
を
遂
行

す
る
た
め
に
必
要
と
す
る
資
金

は
、
寄
附
金
お
よ
び
借
入
金
を

も
っ
て
あ
て
ま
す
。

①
寄
附
金
。
：
：
市
の
寄
附
行
為

に
よ
る
五
十
万
円

②
借
入
金
：
。
…
五
千
万
円
以
内

（
住
宅
金
融
公
庫
及

び
一
般
金
融
機
関
等

か
ら
市
の
損
失
補
償

を
得
て
融
資
を
う
け

る
も
の
と
す
る
）

○
：
：
・
・
公
社
事
業
の
運
営
方
針

は
⑩
公
社
の
士
地
売
収
予
定
地

の
選
定
及
び
住
宅
の
建
設
に
つ

い
て
は
、
改
め
て
市
と
協
議
す

る
②
公
社
が
用
地
及
び
住
宅
を

売
却
す
る
場
合
の
相
手
方
は
、

市
と
協
議
の
う
え
定
め
る
。

③
公
社
が
用
地
及
び
住
宅
を
売

却
す
る
場
合
の
売
却
価
格
は
、

原
則
と
し
て
公
社
の
買
収
費
、

造
成
費
、
通
常
経
費
及
び
相
当

す
る
利
子
額
を
加
算
し
た
も
の

と
し
収
益
は
見
込
ま
な
い
も
の

と
す
る
。

○
：
。
；
組
織
は
、
理
事
長
一
人

（
高
萩
市
長
の
賑
に
あ
る
も

の
）
副
理
事
長
二
人
、
常
務
理

事
一
人
、
理
事
十
二
人
、
監
事

二
人
、
顧
問
若
干
名
、
参
与
若

干
名
。

０
．
．
…
組
織
の
人
事
は
次
の
よ

う
に
決
ま
り
ま
し
た
。

◇
理
事
長
（
市
長
）
安
村
篤

◇
副
理
事
長
（
助
役
）
岩
本
啓

治
（
市
議
）
吉
田
秀
吉

◇
常
務
理
事
（
総
務
課
長
）
川

井
光

◇
理
事
（
市
議
）
豊
田
武
門

（
市
議
）
大
部
菫
へ
市
議
）

作
山
巌
（
市
議
）
小
松
正
治

（
市
議
）
石
安
太
郎
（
市

議
）
田
所
幸
男
（
市
議
）

鈴
木
藤
雄
（
市
議
）
矢
代
良

三
（
市
議
）
原
口
良
英
（
収

入
役
）
村
田
正
己
（
建
設
課

長
）
佐
川
好
和
（
産
業
課

長
）
白
土
豊
次
郎

◇
監
事
（
市
議
）
川
松
光
彦
（
市

議
）
穂
積
政
次

写
真
は
．
‐
…

上
台
に
建
設
中
の

宇
宙
通
信
地
上
局

世
紀
の
祭
典
「
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
」
を
鬮
話
と
テ
レ
ビ
で

世
界
に
伝
え
る
た
め
、
国
際
電

電
会
社
（
東
京
都
千
代
田
区
）

で
は
市
内
上
台
と
十
王
町
の
境

に
宇
宙
通
信
地
上
基
地
建
設
の

計
画
を
進
め
て
い
た
が
一
月
二

十
九
日
現
地
で
起
工
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

同
電
電
会
社
の
計
画
に
よ
る

と
米
国
電
電
会
社
と
航
空
宇
宙

局
の
計
画
に
協
力
、
通
信
衛
生

一
》
一
》
一
》
録
部
《
窪

を
簔
遥
》
灘
極
灘

ク
寺
迩
琴
壼
悪
蕊

ツ

鮠
琴
一
建
設
す
る
と

眞
一
ン
に
壼
璋
に
国
壺
↑

孵

口
１
Ｊ
〃
レ

ーオ
醗
一
詐
燃
蕊

一
一
犀
佃
叶
信
》

『
一
一
一
一

Ｄ

》

・

一

ら

一

の
地
上
基
地
に
は
三
十
メ
ー
ト

ル
の
回
転
大
型
送
受
信
ア
ン
テ

ナ
を
は
じ
め
直
僅
六
メ
ー
ト
ル

の
追
尾
ア
ン
テ
ナ
、
局
舎
、
そ

の
附
帯
設
備
な
ど
を
設
設
す
る

な
お
市
で
は
こ
の
建
設
に
全
面

的
に
協
力
、
市
街
地
か
ら
石
滝

地
内
群
通
っ
て
基
地
ま
で
の
道

路
の
舗
装
等
も
計
画
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
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鍵
議
蕊
ゞ
中

》
地
灘
瀧

畑
唖
諦
呵
■
Ｕ

》
》
巨

一
記
吸一
一
龍
§

》
の
旦
一
羅
痙
無

》
税
釦
一
嘘
嘩
潔

》
鴬
息
議
一
群

一
一
環
鍵
盤
僻
壺

》
滞
繍
一
卦
溌
礁

舞
識
舞
蕪
謎
ま
せ
ん
か
ら

隣
朧
僻
朧
麟
一
大
変
損
で
す

今
年
も
申
告
用
紙
を
二
月
末
ま

で
に
は
み
な
さ
ん
の
お
手
も
と

に
お
配
り
し
ま
す
か
ら
三
月
二

十
日
ま
で
に
も
れ
な
く
申
告
し

て
下
さ
い
。

な
お
昨
年
と
同
様
納
税
相
談

会
場
で
申
告
の
書
き
方
の
ご
指

市
役
所
税
務
課
で
は
「
昭
す
。

和
洲
年
度
の
固
定
資
産
課
税
関
係
の
あ
る
方
は
、
誤
り

台
帖
」
を
お
み
せ
し
ま
す
。
が
あ
る
か
ど
う
か
、
ぜ
ひ
ご

こ
れ
は
昭
和
諏
年
中
に
新
覧
く
だ
さ
い
。

▽
お
み

塞
灌
ご
覧
く
だ
さ
い

せ
す
る

固
定
資
産
税
台
帳
糊
Ⅲ

家
や
地

目
変
更

分
筆
さ
れ
た
土
地
の
価
格
を
日
か
ら
帥
ま
で
（
午
前
８
時

毎
年
改
正
す
る
償
却
資
産
の
訓
分
１
午
後
５
時
、
た
だ
し

価
格
な
ど
が
き
ま
っ
た
の
で
土
曜
日
は
正
午
ま
で
）
市
役

台
帖
を
お
み
せ
す
る
も
の
で
所
税
務
課
へ
ど
う
ぞ
。

壁
口
Ｉ
し
な
い
と

あ
な
た
が
損

導
や
受
付
け
を
行
い
ま
す
か
ら

ご
利
用
下
さ
い
・

日
程
に
つ
い
て
は
申
告
書
と
一

緒
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

申
告
書
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

昨
年
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
り
あ
り

ま
せ
ん
が
今
年
か
ら
家
族
の
構

成
に
つ
い
て
記
入
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
い
ろ
い
ろ
の
控
除
の

額
に
つ
い
て
は
昨
年
と
全
く
変

わ
り
あ
り
ま
せ
ん
が
、
税
率
が

下
表
の
と
お
り
引
き
下
げ
ら
れ

ま
し
た
の
で
、
昭
和
三
十
六
年

中
の
所
榔
と
昭
和
三
十
七
年
中

の
所
得
に
変
わ
り
が
な
け
れ
ば

市
民
税
の
所
得
割
額
は
安
く
な

り
ま
す
が
、
県
民
税
の
税
率
は

変
り
ま
せ
ん
の
で
昨
年
と
同
額

で
す
。

共
同
納
税
相
談
に

つ
い
て

所
得
税
の
確
定
申
告
害
か

提

出
さ
れ
る
方
に
は
所
得
税
確
定

申
告
書
。

事
業
税
及
び
住
民
税
の
申
告
書

を
同
封
し
て
個
人
宛
に
送
り
ま

す
か
ら
、
同
封
の
共
同
納
税
相

談
、
日
時
、
場
所
に
お
い
で
下

さ
れ
ば
当
日
は
、
県
、
市
よ
り

係
員
が
出
張
し
て
事
業
税
、
住

民
税
の
申
告
に
つ
い
て
も
書
き

方
の
指
導
や
等
付
け
も
し
ま
す

か
ら
ご
利
用
下
さ
い
。

倒
年
の
こ
と
な
が
ら
一
ヶ
年

の
総
決
算
を
す
る
申
告
と
納
税

の
時
期
に
な
り
、
ま
し
た
。
昭
和

三
十
七
年
度
所
得
税
の
確
定
申

告
と
納
税
は
二
月
十
六
日
か
ら

三
月
十
五
日
ま
で
に
申
告
お
よ

び
納
税
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

こ
の
期
間
に
申
告
害
が
提
出

さ
れ
ず
、
か
つ
納
税
さ
れ
ま
せ

ん
と
税
法
に
定
め
ら
れ
た
種
女

の
恩
典
が
認
め
ら
れ
な
い
う
え

余
分
な
税
金
を
負
担
す
る
こ
と

1

所
得
税
確
定
申
告
の

備
準
は
お
早
目

凸
■
Ｖ
１
●

■
■
１
１
●

(計算例）

○課税総所得金額（総所得金額から諸控除を差引いた残
りの金額）が30万円のときは

3

30万円×T面-1.500円=7.500円ゞ.－市民税所得割
の

30万円×－1両=6000円一……………"……県民税所得割
○課税所得が70万円のときは

4

70万円×丁而－5．500円＝22.500……市民税所得割

表 （速算表）

に
な
り
ま
す
か
ら
期
限
ま
で
に

正
し
い
申
告
と
あ
わ
せ
納
税
を

済
ま
さ
れ
ま
す
よ
う
お
す
す
め
税

い
た
し
ま
す
。

◎
：
。
：
還
付
を
予
定
さ
れ
る
．
万

の
申
告
は
二
月
二
十
七
日
に
お

願
い
し
ま
す
。
保
険
外
務
員
等

ま
た
は
、
配
当
所
得
を
有
す
る

方
で
源
泉
還
付
の
申
告
書
を
提

出
さ
れ
る
方
の
た
め
と
く

に
二
月
二
十
七
日
高
萩
税
務
署

に
お
い
て
申
告
受
付
を
い
た
し

ま
す
。

に

幸
一T一

昭和3
Ｒ
し

蝿
暉

年度分

課税『
1

課税所

1

度分7年昭和3
税率｜速算控除額得金額課税標準）率 速算控除額課税所得金額(課税標準）灘 税

0円
1，500

ワQ／
~／0

3〃

4〃

5万円以下の金額0口2％10万円以下の金額
40万円以下の金額

勺戸

10万円をこえ000

000

()00

１
３
’
８

10万円諺こえ． 20万円以下の金頚 、〃

可~ア| 5500

12.50(）

22．500

40 〃 70 "20 〃 50 〃

〃

｜

’
100 "70 〃 ″

屍
万

５50 〃 100 シ
｜
〈
し 150 "100

150

1

18.000

33.000

58．000

150 "100 〃″

″ 37.500

62500

" 250 "刀
諏
一
罪

150

250

250 〃

40(）

600

詐
扉

’ 250 〃〃 400 〃 〃

400

600

1.000

2．000

3.000

102.500

162｡500

98

158

258

000

OOO

000

600 〃400 〃
〃

10"1.000 "600 " 1. ()00〃 10〃

〃 2．000

" 3.000000

２
２
６
６
２
４

500

500

11〃2.000〃 11〃1.000 〃

000

12〃12" 458

758

000

0()0

000

3.000〃2.000 "

3･000 "

5.000万国

″
″ 13〃 762.500

1262.500

〃 513〃5．000〃

をこえる金額 をこえる金額 14~n5.0()0万阿酋二14〃 ’ 1258

0

’
県民税は昨年と同様

左記の通りです

ワQ／ 『
ムゴ／0’ 150万口以下の金額

30000150万国をこえる金額 4〃

－348
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子
（
春
日
町
三
、

川
信
吉
（
本
町
二

て
ふ
（
本
町
一
、

46名の蕉襄決る
昨
年
十
二
月

一
日
付
を
も

ち
ま
し
て
、

民
生
委
員
、

児
童
委
員
か

新
ら
し
く
次

の
よ
う
な
方

之
が
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

生
活
に
困
っ

た
と
き
、
そ

の
他
い
ろ
い

ろ
の
こ
と
に

つ
い
て
困
っ

た
時
に
は
ご

相
談
下
さ
い

◇
高
萩
市
街

地
区

渡
辺
伝

（
春
日
町
一

二
）
大
内
輝

本
町
四
）
石

、
三
）
荒
川

大
和
町
二
樋

鴫
§

渡
医
院
通
り
以
東
除
く
）
酒
出

利
（
大
和
町
一
、
二
樋
渡
医
院

以
西
除
く
）
神
谷
弘
（
大
和

町
三
、
四
）

◇
束
地
区

渡
辺
竹
彦
（
有
明
町
一
、
二

束
本
町
一
、
二
）
政
井
光
之
助

（
有
明
町
一
、
二
肥
前
町
一
、

二
）
石
塚
た
み
子
（
東
本
町
二

駅
前
通
以
北
、
三
、
四
）
大
部

ミ
ネ
（
高
浜
町
一
、
二
）
杉
山

き
く
（
高
浜
町
三
）

◇
安
良
川
地
区

照
山
三
五
郎
（
安
良
川
一
、

二
、
三
、
四
、
五
、
六
、
七
、

十
一
、
但
し
六
は
向
洋
通
り
以

南
）
沼
野
義
次
（
安
良
川
六
、

八
、
九
、
十
但
し
六
は
向
洋

通
り
以
北
）
円
た
ま
（
安
良
川

十
二
、
四
十
三
、
十
四
）
大
森

絆
男
（
安
艮
川
十
二
、
東
十

五
、
十
六
、
十
七
、
十
八
）
柴

田
仲
義
（
石
滝
一
、
二
、
三
、

上
台
）◇
山
手
地
区

鈴
木
七
兵
衛
（
旧
秋
山
坑
、

秋
山
下
四
）
下
山
田
実
（
秋
山

中
一
、
二
、
三
、
滝
の
沢
）
沼

減

誠

貯水構二基を建設一

市では総工事擬約100万円をかけて本町4丁目の

市道間と高浜I11 1. 1丁目に貯水榊を建設中でしたがこ

のほど完成’
1コ＝1斗－

し〆まし／－○

田
章
（
秋
山
中
一
、
二
、
桃
源

福
平
）
沼
田
勝
男
（
北
方
一
、

二
、
秋
山
上
一
、
二
、
三
、
北

方
発
電
所
）
渡
辺
マ
ッ
ノ
（
高

萩
炭
砿
柵
内
）
岩
淵
金
次
郎

（
下
和
野
、
秋
山
上
四
、
五
）

川
井
武
（
烏
名
一
、
二
、
烏
名

上
台
）
大
高
甚
二
郎
（
島
名
三

南
、
三
中
、
三
北
）
徳
永
憲
治

（
向
洋
炭
砿
柵
内
）
山
崎
三
郎

へ
島
名
上
五
、
秋
山
中
三
、
北

方
三
）
柴
田
徳
夫
（
駒
木
原
、

台
高
萩
）

◇
松
岡
地
区

鈴
木
己
之
太
郎
（
下
、
中
、

上
町
、
永
田
）
永
山
た
け
（
石

崎
、
維
子
尾
、
士
手
の
内
、
殿

町
、
西
殿
町
）
星
さ
と
（
杉
岡

粕
内
、
小
和
田
、
大
工
町
、
杉

内
）
小
松
棺
英
（
石
舟
、
馬
場

叩
Ⅱ
ご
協
力
あ
り
が
と
う
Ⅱ
叩

昭
和
三
十
七
年
度
の
各
種
募
一
、
日
赤
募
金
に
つ
い
て

金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
民
の
①
募
金
実
績
額

四
七
○
、
六
二
○
円

皆
さ
ん
の
非
常
な
る
ご
協
力
を
内
訳
㈹
戸
別
募
金

敷
き
ま
し
て
、
極
め
て
良
好
な
三
一
二
、
六
六
○
円

㈲
大
口
募
金

る
結
果
を
収
め
る
こ
と
が
出
来
一
二
五
、
八
○
○
円

ま
し
た
。
補
祉
事
務
所
で
事
務
㈲
学
校
募
金

三
二
、
一
六
○
円

諏
鍬
を
善
飢
毒
雑
物
霊
村
銅
誌
②
目
標
額
三
七
九
、
○
○
○

円
に
対
し
一
二
四
、
一
七
％

け
合
い
募
金
は
、
い
づ
れ
も
、
の
実
績
で
、
三
十
六
年
度
募

金
実
績
よ
ｈ
約
十
万
円
増

博
愛
事
業
、
民
間
社
会
福
祉
事
二
、
北
〈
同
募
金
に
つ
い
て

業
に
使
川
さ
れ
る
も
の
で
あ
り

①
募
金
実
紙
頗

ま
し
て
、
悟
様
方
か
ら
の
尊
い
七
六
八
、
一
三
七
門

浄
財
は
、
必
ず
や
、
社
会
に
う
内
訳
㈹
戸
別
募
金

三
四
五
、
二
四
○
円

る
お
い
を
も
た
せ
る
事
で
し
よ

旬
大
口
募
金

う
。
こ
鼻
に
一
年
間
の
各
種
募
三
○
六
、
三
○
○
円

金
の
結
果
を
ご
報
告
申
上
げ
ま

例
街
頭
募
金

二
九
、
○
四
三
円

す
と
と
も
に
、
深
く
感
謝
を
申

目
学
校
募
金

上
げ
る
次
矛
で
あ
り
ま
す
。
五
七
、
四
五
○
円

郡
年
度
各
種
募
金
結
果
の
報
告

ス
ド
レ
、
川
側
）
小
山
ひ
さ
子

（
畑
中
、
堀
の
内
二
本
杉
、

前
の
内
）
鈴
木
保
（
千
代
田
坑

柵
内
、
二
坑
）
佐
藤
享
子
（
千

代
田
柵
外
、
金
成
、
滝
の
脇
、

豊
栄
一
、
二
）
滝
正
夫
（
関
口

菅
の
沢
、
仙
道
坂
）
阿
部
千
代

（
望
海
炭
砿
）
田
村
義
公
（
上

宿
、
城
戸
場
、
定
田
、
北
原
、

北
久
保
）
遠
藤
光
静
（
赤
浜
一

南
、
一
中
、
こ
の
上
、
二
の
下

三
（
柴
田
萩
子
（
行
人
塚
、
石

河
原
）
今
川
香
（
石
畑
、
西
城

北
城
）

◇
高
岡
地
区

沼
田
ヨ
シ
（
若
栗
、
牧
場
）

豐
田
武
門
（
横
川
）
大
徳
辰
雄

（
下
君
田
）
佐
川
亀
来
（
大

能
）
金
沢
武
男
（
中
戸
川
）
豊

田
四
郎
治
（
上
君
Ⅲ
）

名
を
設
置
、
皆
さ
ん
が
病
気
や

怪
我
で
受
診
し
た
場
合
、
療
養

担
当
者
（
医
師
）
よ
り
提
出
さ

れ
る
診
療
報
酬
請
求
明
細
善
を

基
礎
と
し
た
病
類
別

じ
た
者
が
あ
り
ま
せ

ん
か
：
：
：
。
：
：
。
も
し
あ
り
ま
し

た
ら
規
則
で
世
帯
主
か
十
日
以

内
に
届
出
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
か
ら
該
当
者
で
未
届
の
者

は
い
ま
す
ぐ
被
保
険
者
証
お
ょ

国
民
健
康
保
険
事
業
は
疾
病

や
怪
我
に
よ
る
す
で
に
発
生
し

た
保
険
事
故
に
対
す
る
給
付
だ

け
で
な
く
直
接
被
保
険
・
者
の
疾

病
を
予
防
し
健
康
の
保
持
増
進

を
図
る
こ
と
も
必
要
な
の
で
昭

和
三
十
八
年
一
月
に
保
健
婦
一

び
印
鑑
持
参
の
上
市
役
所
国
民

健
康
保
険
課
窓
口
へ
届
出
下
さ

い
。
㈹
出
生
、
死
亡
し
た
者

㈲
転
入
、
転
出
の
異
動
し
た
者

㈱
転
域
の
社
会
保
険
に
加
入
し

た
り
脱
退
し
た
者

㈲
世
帯
主
の
住
所
、
氏
名
に
変

更
が
あ
っ
た
者

㈱
商
店
街
連
合
会

三
○
○
○
○
円

寄
附
其
の
他

一
○
○
円

②
目
様
額
五
三
万
円
に
対

し
一
四
四
、
九
％
の
実
績
で

三
十
六
年
度
に
比
し
約
十
万

健
康
相
談
は
保
健
婦
さ
ん
へ

国
民
健
保
の
届
出
は
お
早
く

に
よ
っ
て
健
康
診
断
の
実
施
、

寄
生
虫
の
予
防
、
乳
幼
児
お
よ

び
帷
産
婦
の
保
護
指
導
成
人
病

対
策
等
地
域
の
特
殊
性
に
応
じ

計
画
を
た
て
活
動
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
四
月
の
新
年
度
か
ら

多
病
家
庭
の
訪
問
、
乳
児
の
健

円
増

三
、
才
末
た
す
け
合
い
募
金

①
募
金
実
績
額

三
一
五
、
一
三
四
円

但
し
一
月
十
五
日
現
在

高
、
昭
和
三
十
六
年
度

に
比
し
約
十
万
円
の
増

康
相
談
、
医
療
機
関
に
恵
ま
れ

な
い
山
間
地
区
の
結
核
患
者
の

家
庭
訪
問
未
熟
児
家
庭
訪
問
、

離
乳
食
指
導
等
の
ご
相
談
を
受

け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
保
険

婦
か
ま
だ
一
人
な
の
で
思
う
よ

う
な
期
待
は
出
来
な
い
こ
と
聖

存
じ
ま
す
の
で
本
年
は
主
に
山

間
地
域
を
重
点
的
に
活
動
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

（

市
内
中
の
異
動
の
と
き
は
両

方
連
絡
し
て
届
出
下
さ
い
・

例
に
よ
る
社
会
保
険
に
加
入

し
た
と
き
に
よ
る
届
出
は
市

の
被
保
険
者
証
と
社
会
保
険

の
被
保
険
者
証
（
或
は
組
合

員
証
）
を
ご
持
参
下
さ
い
。

被
保
険
者
が
出
生
し
た
と
き

は
助
産
費
一
件
二
、
○
○
○

円
（
昨
年
十
二
月
一
日
か
ら

一
、
○
○
○
円
を
二
、
○
○

○
円
に
増
額
）
育
児
手
当
金

一
カ
月
二
○
○
○
円
あ
て
六

カ
月
分
、
死
亡
し
た
と
き
葬

祭
費
一
件
二
、
○
○
○
円
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

一
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生
活
費
の
問
題
、
医
療
費
の

問
題
、
児
童
の
問
題
、
土
地
、

家
屋
、
結
婚
の
問
題
、
そ
の
他

の
困
り
ご
と
は
、
心
配
ご
と
相

談
所
を
ご
利
用
下
さ
い
・

昨
年
四
月
よ
り
現
在
ま
で
に

約
百
件
の
相
談
が
提
訴
さ
れ
、

そ
の
中
四
十
五
件
は
、
す
で
に

問
題
が
解
決
さ
れ
て
お
り
ま
す

相
談
日
に
は
、
毎
回
幾
人
か
の

方
が
自
分
の
持
つ
問
題
解
決
の

た
め
に
相
談
に
見
え
て
お
り
ま

す
。
心
安
く
ご
相
談
下
さ
い
。

Ｆ
Ｌ
Ⅲ

~こ
う官こ
11

〆〆
－ー

お
困
り
ご
と
は

心
配
ご
と
相
談
所
へ

ま ．上!. 、上

表

砿
ド
廼

鯉
汐'

肌
一

’

記

一
、
開
設
場
所
研
修
会
舘
内

二
、
相
談
日
毎
週
木
曜
日

午
後
一
時
よ
り
三
時
ま
で

（
但
し
、
祝
祭
休
日
を
除
く
）

’

ぐ
た
ば
こ
は

市
内
で
買

い
ま
し
よ
う

’
） 己

筐写フ ．－－ヶ

塔の｡、
己 一壱 へ、I

句し~ふ
め

年
頭
を
飾
る
体
育
行
事
の
一
い
限
り
で
す
。
選
手
の
み
な
さ

つ
、
市
内
一
周
駅
伝
大
会
は
一
ん
の
今
後
の
ご
健
斗
を
祈
り
ま

月
二
十
日
二
十
九
チ
ー
ム
、
総
す
。

勢
百
五
十
名
が
参
加
し
て
盛
大
▽
中
学
の
部

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
一
位
秋
山
中
Ａ
１
．
５
・
瓢
秒

こ
の
大
会
も
回
を
か
さ
ね
る
二
位
高
萩
中
Ａ
１
．
５
．
池
秒

こ
と
十
一
回
、
増
を
さ
か
ん
に
三
位
高
萩
中
Ｂ
１
．
８
・
溺
秒

な
っ
て
き
ま
し
た
こ
と
は
喜
し
四
位
秋
山
中
Ｂ
１
．
９
。
翌
秒

五
位
松
岡
中
Ａ

r

１
・
加
・
掴
秒

▽
一
般
高
校
の
部

一
位
高
萩
Ａ
Ｃ
Ａ

１
．
５
．
四
秒

二
位
高
萩
。
〈
ル
プ

ー
・
７
．
応
秒

三
位
高
萩
高
Ａ

正 b b

＃識
子:L

:､ 榊

市
内
一
周
駅
伝
大
会
終
る

記
録
更
新
成
る
〆
．１

．
皿
・
６
秒

四
位
君
田
青
年

１
・
川
。
６
秒

五
位
高
萩
高
Ｅ

１
．
狸
。
瓜
秒

〈
位
高
萩
高
Ｂ

１
．
咽
・
掘
秒

ト

一

－予防接種のお知らせ－
市
勢
の
紹
介
に
つ
い
て
の
況
が
別
る
も
の

産
業
と
観
光
の
写
真
を
募
集
（
観
光
）

い
た
し
ま
す
。
紹
介
冊
子
、
花
貫
高
原
（
土
岳
、
汐
見

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
に
掲
救
の
渓
）
大
北
渓
上
流
、
海
岸

分
に
対
”
等
の
風

し
て
は
産
業
と
観
光
の
物
、
手

薄
謝
を
ヤ
ン
プ
、

写
真
を
募
集
〈
イ
キ

呈
し
ます
。
“
ン
グ
等

（
産
業
）
の
ス
ナ
ッ
プ

商
業
、
工
茉
、
鉱
業
、
農
業

果
樹
園
芸
、
林
業
等
の
作
業

出
荷
、
施
設
、
製
品
等
の
状

と き

3月11日

種 類

矛一期種痘

地

秋山 ’

窟区

地区

時

14.()0～15.00

’ ﾉ'、 学校砂

大能、中戸川
り
０
０

勘
３
３
■
■

４
月
５

１
１
１

－
－
－

０
０
０

叩
３
３

■
ｑ
早

月
３
３

１
１
１

、

宋
雫
弄
壬
↓
七

3月12日

3月13日

〃

横川、 上、下君田〃

3月18日 種痘検診 14.00～14．3(）秋山地区

東小学校
若栗、大能、中戸川

Ｕ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
４
斤
１
１
一
一

０
０
Ｕ
２
３
月
１
１3月19日 2

◎
提
出
先
市
役
所
産
業
課

◎
提
出
写
真
手
札
型
、
裏
面

に
説
明
と
住
所
氏
名
を
記

入
の
こ
と
。

3月20日 横川、上、下君田 ］3.00～15.00〃

安艮川公民舘
研修会舘

０
０
Ｏ

Ｕ
５
０

４
４
Ｆ
Ｄ

１
１
１

一
一
一

０
０
Ｏ

け
１
３

泓
生
乱

１
１
１

3月22日 矛一期種痘

3月23日 松岡地 区〃

種痘検診

〃

安艮川公民舘
研修会舘

０
０

Ｕ
戸
‐

。
■

牛

４

ｉ
１
｝
〉
〆
Ｆ
㈹
ｎ

ソ
Ｕ
Ｏ

泓
生
１
１3月29日

’ ｜3月30日 松岡地区 13．00～15．00
へ
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